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パソコン・
スマホから
24時間報告
可能

解体・改修・各種設備工事を行う施工業者 (元請事業者 )の皆さまへ

都道府県労働局・労働基準監督署

建築物等の解体・改修工事を行う際に必要な措置、各種
マニュアル、石綿障害予防規則の概要、事前調査者の資
格を取得するための講習会情報、関係行政機関のリンク
先情報等、事業者・作業者・発注者や住民の皆さまに向
けた様々な情報を掲載しております。

「石綿総合情報ポータルサイト｣もご覧ください！

石綿総合情報ポータルサイト 検 索

石綿 (アスベスト )の事前調査は
施工業者 (元請事業者 )が
必ず行う必要があります !

石綿（アスベスト）が含まれているかどうかの調査
（事前調査）は、「建築物」の工事（新築以外）を行
う前に、有資格者に行わせる必要があります。

有資格者による事前調査

一定規模以上の工事は、労働基準監督署と都道府県等
に対して事前調査結果等を報告する必要があります。

事前調査結果の報告
事前調査の記録等を作成し、記録
の写しを除去等の作業中に現場に
備えつけるとともに、作業終了後
も 3年間保存する必要があります。

事前調査結果の保存

※「建築物等の解体等に係る石綿ばく露防止及
　び石綿飛散漏えい防止対策徹底マニュアル」
　93~95P

※「建築物等の解体等に係る石綿ばく露防止及び石綿
　飛散漏えい防止対策徹底マニュアル」
　101 ～ 103P

※「建築物等の解体等に係る石綿ばく露防止及び石綿飛散漏えい
　防止対策徹底マニュアル」95 ～ 98P

4.3.7 都道府県等、労働基準監督
署への報告　参照 →

4.3.5 事前調査の記録等の作成、備え付け
及び保存　参照 →

4.3.4 事前調査を実施する者　参照 →

「工作物｣の工事の事前調査は
令和 8年 1月 1日以降
着工の工事から有資格者に行

わせる必要があります。

石綿総合情報ポータルサイト
工作物石綿事前調査者 参照 →

調査結果のほか、作業主任者の氏名や石綿
ばく露防止措置等も報告が必要な場合があ
ります。


